
北沢地域

世田谷区都市整備方針第二部「地域整備方針」

「アクションエリアの方針」に係る
区の取組み状況

（平成27年4月～令和5年1２月）

世田谷区
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策定時（平成２７年４月時点） 現在（令和５年１２月時点）

北沢地域 アクションエリアの動向
→表紙に戻る

※右図内の地区名を押すと該当ページに移動できます。
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北沢地域 アクションエリアにおける主な取組み
→表紙に戻る

※青枠の解説文や写真を押すと該当ページに移動できます。
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羽根木公園

うめとぴあ

区複合棟

民間施設棟

地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

① 梅ヶ丘駅～豪徳寺駅・山下
駅周辺地区

〇

○保健福祉のまちづくり重点ゾーンとして、梅ヶ
丘病院跡地の拠点整備にあわせ、ユニバーサル
デザインによる街づくりを進めます。

■「梅ヶ丘駅～豪徳寺駅・山下駅界わい街づくりデザイン指針」（H27.4）に基づき、「梅ヶ丘駅～豪徳寺
駅・山下駅界わいユニバーサルデザイン計画」を策定（H29）し、誘導ブロックやガードレールの改修、
案内サインなどの整備を実施しました。

■「世田谷区移動等円滑化促進方針」を策定（R5）し、促進地区に位置付けました。

○公共施設や大規模な建築物の建設および道
路などの改修の際には、意匠やユニバーサルデ
ザインなどについて、これまでの「やさしいまち
づくり」を継承し、一体感を持つ街づくりを進め
ます。

■周辺住宅地との調和や周辺道路の安全で快適な歩行空間の確保への配慮などを求める「梅ヶ丘病院
跡地周辺地区街づくり誘導指針」を策定（H26）し、保健医療福祉の拠点「うめとぴあ」が開設(R2)し
ました。

② 代田地区

●

○良好な住環境の保全と地区内の防災性の向
上のため、地区街づくり計画の策定等を検討し
ます。

■街づくり学習会の開催（H25)をきっかけに、代田地区まちづくり協議会が発足（H29)しました。
・協議会から「地区街づくり計画の原案」の提案（R5）を受け、地区街づくり計画の検討を行っています。

○学校統合による土地利用転換を契機として、
周辺の街づくりを検討します。

■旧守山小学校跡地に「まもりやまテラス」（H31）、旧花見堂小学校跡地に「さくら花見堂」（Ｒ３）の複
合施設を整備しました。

・整備後は運営協議会を中心に、地域に根差した運営、イベント等が行われています。

保健医療福祉総合プラザ（R2完成）

北沢地域 アクションエリアの方針と取組み内容

「梅が丘駅～豪徳寺駅・山下駅界わいユニバーサルデザイン計画」（抜粋）

①梅が丘駅～豪徳寺駅・山下駅周辺地区での取組み ②代田地区での取組み

まもりやまテラス（H31完成）

さくら花見堂（R3完成）

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

民間施設棟「東京リハビリテーション
センター世田谷」（H31完成）

ベンチの配置検討

誘導用ブロックの配置検討

★ 案内サイン ● 誘導サイン

■ 小学校跡地での複合施設の整備■うめとぴあの開設

代田地区街づくり計画原案の
協議会提案（抜粋）

■ 地区街づくり計画の検討■ 「梅が丘駅～豪徳寺駅・山下駅界わいユニバーサルデザイン計画」の策定

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

③ 代田橋駅周辺地区

〇

○地区生活拠点として、身近な商店街のにぎわ
いの維持、発展するとともに、良好な住環境の
保全のため、地区街づくり計画の策定等を検討
します。

■「代田橋駅周辺地区地区街づくり計画」を策定（H30）しました。
＊届出実績（H30～R５）：１１８件

○京王線の連続立体交差事業にあわせ、交通結
節機能を強化するために駅前広場などを設けま
す。また、鉄道事業者等と連携して自転車等駐
輪場などを整備します。

■「代田橋駅周辺地区地区街づくり計画」において、駅周辺の交通施設の整備の方針として、駅前広場
等の整備および鉄道事業者と連携した自転車等駐輪場の整備を規定しました。

○地区内にある木造住宅密集地域の防災性を
向上させるため、防災街づくりの事業導入など
を検討します。

■代田橋駅周辺地区及び羽根木2丁目地区について、住宅市街地総合整備事業導入の検討（H30～３
１）を行いました。

○都市計画道路の放射23号線の整備にあわせ、
沿道の建築物の不燃化や土地利用、周辺の住環
境との調和など、沿道の街づくりを検討します。

■「放射23号線沿道地区地区計画」を策定（R4）し、併せて一部用途地域及び高度地区を変更（R4）し
ました。

＊届出実績（R4～R５）：６件

○和田堀給水所の整備にあわせ、みどりや防災
の拠点の形成を図ります。

■「（仮称）和田堀給水所上部利用施設基本構想」を策定（R4）し、水道施設の上部利用施設として、屋外
スポーツ広場、集会室（多目的室機能）棟及び地上部広場を整備する基本構想をまとめ、基本設計に
着手しました。

北沢地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

③代田橋駅周辺地区での取組み

屋外スポーツ広場

集会室（多目的室機能）棟

地上部広場

区民利用施設

東京都事業地

集会室棟・
地上部広場

屋上スポーツ広場

■ 和田堀給水所 上部利用施設整備（検討中）

和田堀給水所 上部利用施設整備の位置（検討中）

■ 「代田橋駅周辺地区地区
街づくり計画」の策定(H30)

「代田橋駅周辺地区地区街づくり計画」
（パンフレット表紙）

■ 補助23号線沿道での取組み、地区計画の策定（R4）

ガリバーマップ（大判の地図）上で
道路整備による街の状況を確認

模型と照明を用いて日影の影響を確認
「放射23号線沿道地区地区計画」

（パンフレット表紙）

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

④ 補助52号線沿道地区

〇
○都市計画道路の補助52号線の整備にあわせ、
沿道の建築物の不燃化や土地利用、周辺の住環
境との調和など、沿道の街づくりを検討します。

■「補助52号線沿道若林・梅丘・豪徳寺・宮坂地区地区計画・地区街づくり計画」を策定（Ｈ30）しました。
＊届出実績（H３０．３～R５）：６５件

⑤ 明大前駅周辺地区

〇

○地域生活拠点として、商業・行政サービス機能
等の集積を図り、活気とにぎわいを創出すると
ともに、良好な住環境を保全するため、地区街
づくり計画の策定等を検討します。

■「明大前駅周辺地区地区街づくり計画」を策定（H30）しました。
＊届出実績（H３０．３～R５）：2８７件

○駅周辺の活気ある良好な商業環境の育成と
地区の防災性向上のため、地区計画の策定や事
業の導入などを検討します。

■「明大前駅駅前広場周辺地区地区計画」を策定（H30）しました。
＊届出実績（H３０．３～R５）：６件

○京王線の連続立体交差事業にあわせ、区南北
の交通ネットワークを充実させるため、都市計画
道路の補助154号線や駅前広場を整備します。
また、鉄道事業者等と連携して自転車等駐車場
などを設置します。

■令和12年度末の事業完了を目指し、都市計画道路補助154号線及び世区街13号線（明大前駅駅前
広場）の用地取得を実施しています。（R4末時点の取得状況：補助154号線が約43％、世区街13号
線が約52％）

○都市計画道路の補助154号線や放射23号線
の整備に合わせ、沿道の不燃化や周辺の住環境
との調和などのため、沿道街づくりを検討しま
す。

■「放射２３号線沿道地区地区計画」を策定（R4）しました。
＊届出実績（R4～R５）：６件

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

明大前駅前広場イメージ図

北沢地域

④補助５２号線沿道地区での取組み

街歩きによる街の魅力や課題の点検

街づくり懇談会を開催

「補助52号線沿道若林・梅丘・豪徳寺・
宮坂地区地区計画・地区街づくり計画」

（パンフレット表紙）

⑤明大前駅周辺地区での取組み

「明大前駅周辺地区地区街づくり
計画」（パンフレット表紙）

「明大前駅駅前広場周辺地区
地区計画」（パンフレット表紙）

■ 「補助52号線沿道若林・梅丘・豪徳寺・宮坂地区地区計画・地区街づくり計画」
の策定（H30）

■ 「明大前駅周辺地区地区街
づくり計画」の策定（H30）

■ 「明大前駅駅前広場周辺地
区地区計画」の策定（H30）

■ 駅前広場の整備（事業中）

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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地区名
地区計画などの

策定
アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑥ 代々木上原駅～梅ヶ丘駅
間の小田急線上部

〇

○小田急線の連続立体交差事業に伴い、鉄道の
地下化で生じる線路跡地を利用し、防災性の向
上やみどりの創出を図るため、駅前広場、通路、
緑地・小広場、防災施設などを整備し、周辺と調
和した連続性のある街づくりを進めます。

■「世田谷区小田急線（代々木上原駅～梅ヶ丘駅間）上部利用計画」を策定（H27.８）し、地下化した小
田急線の上部空間に通路や広場等の公共施設の整備を行い、現在は下北沢駅駅前広場整備を行っ
ています。また、整備にあたりデザインの指針となる「北沢デザインガイド」を策定（H27.１０）し、周辺
と調和した連続性ある街づくりの整備に取組んでいます。

北沢地域

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

電車が走っていた線路跡地に整備されたシモキタ雨庭広場（R4完成）

⑥代々木上原駅～梅ヶ丘駅間の小田急線上部での取組み

■ 小田急線の地下化に伴う上部空間への通路や広場等の整備（H26～R4に順次完成）

通路及び緑地・小広場（R3完成）

■ 「北沢デザインガイド」の
策定（H27）

「北沢デザインガイド」（表紙）

■ 住民主体による植栽管理の取組み

（一社）シモキタ園芸部
（シモキタ野原広場等）

３５６花植え隊
（代田富士３５６広場）

ヤマボウシ
（北沢さんきゅう広場）

■ 下北沢駅 駅前広場の整備（事業中）

駅前広場 完成イメージ図

アクションエリアの方針と取組み内容

１．地区計画などを策定し、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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北沢地域北沢地域

地区名 アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑦ 環七沿道地区 ○後背地の住環境保全と延焼遮断帯の形成のため、沿道地
区計画に基づき街づくりを進めます。

■「世田谷区環状七号線（大原・羽根木地区、代田北部地区、代田南部・若林地区）沿道地区計画」（S62）及び「地区
街づくり計画」（H7）を策定しており、届出実績（H27-R５）は９６件です。

⑧ 北沢三・四丁目地区 ○防災街づくりを推進するため、地区計画および地区街づ
くり計画に基づき街づくりを進めます。

■「北沢三・四丁目地区地区計画」（H4）および「北沢三・四丁目地区地区街づくり計画」（H7）を策定しており、届出
実績（H27-R５）は３４２件です。

○木造住宅密集地域である地区内の防災性向上のため、防
災街づくりの事業や規制誘導の制度を活用し、建築物の
不燃化を進めるとともに、茶沢通りの道路拡幅、公園、
防災機能を持つ駅前広場の整備を進めます。

■建物の不燃化を進めるため、不燃化特区（北沢三・四丁目地区）を指定（H26）し取組みを進めています。不燃領
域率の推移は、46.２％（H23年度）→5９.１％（R４年度）であり、12.3ポイント増加しました・地区内の防災性の
向上のため、道路拡幅や公園の整備を行っています。茶沢通りの道路拡幅の用地取得率（茶沢通りB区間）は、
71.7％（H25）→73.4％（R4）です。また、北沢さんきゅう広場（337.15㎡）を整備（H29）しました。

⑨ 北沢五丁目・大原一丁目地
区

○防災街づくりを推進するため、防災街区整備地区計画お
よび地区街づくり計画に基づき街づくりを進めます。

■「北沢五丁目・大原一丁目地区地区街づくり計画」（H10）及び「北沢五丁目・大原一丁目地区防災街区整備地区
計画」（H12）を策定しており、届出実績（H27-R５）は３９１件です。

○木造住宅密集地域である地区内の防災性向上のため、防
災街づくりの事業や規制誘導の制度を活用し、建築物の
不燃化を進めるとともに、道路や公園の整備を進めます。

■建物の不燃化を進めるため、不燃化特区（北沢五丁目・大原一丁目地区）を指定（H27）し取組みを進めています。
不燃領域率の推移は、48.2％（Ｈ２３年度）→６０．１％（R４年度）であり、11.９ポイント増加しました。

・地区内の防災性の向上のため、道路拡幅を行っています。鎌倉通りの道路拡幅は、建替えに合わせ道路用地を取
得し、用地取得率は26.８％（R５年度）です。

⑩ 経堂駅東地区 ○良好な住環境の保全のため、地区計画および地区街づく
り計画に基づき街づくりを進めます。

■東京都建築安全条例に基づく新たな防火規制区域（経堂二・三丁目地区、宮坂三丁目地区）を指定（H28）しまし
た。

■「経堂駅東地区地区計画」（H20）を策定（H20）しており、届出実績（H27-R５）は１２７件です。

⑧北沢三・四丁目地区での取組み

■ 「茶沢通り」の拡幅整備(R2）

整備前の様子 拡幅整備

＜不燃化特区による支援内容＞

老朽建築物の解体（除却）工事費や、建替え後の建築物の建築設計・管理費に対する助成などが受けられます。

固定資産税・都市計画税の減免を受けられます。

地区名
平成23年度
（2011）

令和4年度
（2023）

増減

北沢三・四丁目 46.2% 59.1% +12.9%

北沢五・大原一丁目 48.2% 60.1% +11.9%

区役所周辺 57.4% 68.5% +11.1%

⑧北沢三・四丁目地区、⑨北沢五丁目・大原一丁目地区、⑪区役所周辺地区での取組み

■ 不燃化特区制度の活用、不燃領域率の改善状況

＜不燃領域率（燃えにくさの指標）の状況＞

市街地の延焼率がほぼゼロになるといわれている、不燃領域率７０％の達成を目指し、建物の不燃化を推進しています。

２．既に策定された地区計画などに基づき、街づくりを進めていく地区

アクションエリアの方針と取組み内容
→表紙に戻る
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北沢地域北沢地域

地区名 アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑪ 区役所周辺地区 ○広域避難場所周辺を災害に強い市街地として誘導する
とともに、みどり豊かで暮らしやすい住環境を保全、創
出するため、防災街区整備地区計画および地区街づくり
計画に基づき街づくりを進めます。

■「区役所周辺地区地区街づくり計画」（H7）及び「世田谷区役所周辺地区防災街区整備地区計画」（H16）を策定
しており、届出実績（H27-R５）はそれぞれ２３５件、６９件です。

○木造住宅密集地域である地区内の防災性向上のため、防
災街づくりの事業や規制誘導の制度を活用し、建築物の不
燃化を進めるとともに、道路や公園の整備を進めます。

■建物の不燃化を進めるため、不燃化特区（区役所周辺地区）を指定（H26）し取組みを進めています。不燃領域率
の推移は、57.4％（H23年度）→68.1％（R３年度）であり、1１．１ポイント増加しました。

⑫ 豪徳寺駅周辺地区 ○地区生活拠点として、身近な商店街のにぎわいを維持、
発展するとともに、良好な住環境を保全するため、地区
街づくり計画に基づき街づくりを進めます。

■「豪徳寺駅周辺地区地区街づくり計画」（H18）を策定しており、届出実績（H27-R５）は２８５件です。

○木造住宅密集地域である地区内の防災性向上のため、防
災街づくりの事業や規制誘導の制度を活用し、建築物の
不燃化を進めるとともに、道路や公園の整備を進めます。

■建物の不燃化を進めるため、不燃化特区（区役所周辺地区）を指定（H26）し取組みを進めています。不燃領域率
の推移は、44.9％（H23）→61.5％（R3）であり、1６.６ポイント増加しました。

・地区内の防災性の向上のため、道路拡幅や公園の整備を行っています。建替えに合わせ道路用地を取得し、用地
取得率は28.2％（R4年度）です。また、赤堤一丁目みんなの公園（H28）13９.16㎡を整備し、(仮)豪徳寺一丁
目公園（R7開設予定）１３４.０３㎡が整備中です。

⑧北沢三・四丁目地区、⑨北沢五丁目・大原一丁目地区、⑪区役所周辺地区、⑫豪徳寺駅周辺地区
での取組み

■ 新たな防火規制区域の指定、制限内容

➢ 地震などの災害発生時に火災などの危険性が高い区域を新たな防火規制区域として指定。
➢ 建て替えの際には、防火性の高い建築物（原則として準耐火建築物以上の性能のもの）へ誘導することで、区域の防火性
を高めています。

（防火地域内） （準防火地域内）

■建替え時の建築物の制限内容

⑫豪徳寺駅周辺地区での取組み

■ 「赤堤一丁目みんなの公園」の整備

空き地（整備前） マンホールトイレなどを備えた小公園を整備

アクションエリアの方針と取組み内容

２．既に策定された地区計画などに基づき、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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北沢地域北沢地域

地区名 アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑬ 桜上水駅周辺地区 ○地区生活拠点として、身近な商店街のにぎわいを維持、
発展するとともに、良好な住環境を保全するため、地区街
づくり計画に基づき街づくりを進めます。

■「桜上水駅周辺地区地区街づくり計画」（H26）を策定しており、届出実績（H27-R５）は１７６件です。

○京王線の連続立体交差事業にあわせ、交通結節機能を強
化するために駅前広場などを設けます。
また、鉄道事業者等と連携して自転車等駐車場などを整備
します。

■街づくり協議会への専門家派遣等の活動を支援し、地元関係団体や京王電鉄等との情報共有を図っています。

⑭ 桜上水三・四丁目中部地区 ○桜上水団地の建て替えを契機として、良好な住環境を保
全、創出するとともに、みどりの拠点としてみどり豊かで
落ち着きのある環境を維持するため、地区計画に基づき
街づくりを進めます。

■「桜上水三・四丁目中部地区地区計画」（Ｈ17）を策定しており、届出実績（H27-R５）は１件です。

○教育文化施設の集積を活かし、地域の防災性能の向上に
資する広域避難場所および防災生活圏の形成を図りま
す。

■桜上水団地建替では、地区計画に基づいた住宅団地建替え及び区画道路等地区施設の整備、広場状空地や歩道
状空地、緑地帯等整備などが完了（H27）しました。

⑮ 下北沢駅周辺地区 〇広域・生活文化拠点として、商業・文化などの地域資源を
活かすとともに、歩行者が安全で快適に回遊できるまちと
して下北沢の魅力を発展させます。

■駅周辺の人と車の交錯を抑制、歩行者主体の安全で快適な回遊性のある魅力ある商業空間の形成を図るため、
東京都駐車場条例に基づく地域ルール制度導入に向けた検討を進めています。

○良好な街なみと建築物の不燃化を適切に誘導するため、
地区計画および地区街づくり計画に基づき街づくりを進め
ます。

■「下北沢駅周辺地区地区街づくり計画」（H16）及び「下北沢駅周辺地区地区計画」（H18）を策定しており、届出
実績（H27-R５）は２６８件です。

○小田急線の連続立体交差事業にあわせ、交通結節機能、
道路ネットワーク機能、防災機能、環境空間機能を強化する
ため都市計画道路の補助５４号線や世区街１０号線（駅前交
通広場）を整備します。
また、鉄道事業者等と連携して自転車等駐車場などを整備
します。

■小田急線連続立体交差事業に合わせ、都市計画道路補助54号線及び世区街1０号線の用地取得及び駅前広場
整備工事を実施しています。
（R4年度末時点の取得状況：補助54号線が約５８％、世区街1０号線が約９９％）
■自転車等駐車場については、鉄道の連続立体交差事業に合わせて、鉄道事業者と連携した一定程度の自転車等
駐車場が整備されました。

⑬桜上水駅周辺地区での取組み

■ 駅前広場及び高架下利用のあり方検討

街づくり協議会 高架下事例（中央線）見学の様子

⑮下北沢駅周辺地区での取組み

京王井の頭線高架下に整備された自転車等駐車場
「京王サイクルパーク下北沢」（370台）

■ 鉄道事業者等と連携した自転車等駐車場の整備

小田急線跡沿いの通路下に世田谷区が整備
した「下北沢東自転車等駐車場」（９８台）

京王井の頭線高架下のミカン下北に整備された
自転車等駐車場「京王サイクルパーク下北沢第２」（192台）

アクションエリアの方針と取組み内容

２．既に策定された地区計画などに基づき、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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北沢地域北沢地域

地区名 アクションエリアの方針 取組み内容（H27.4～）

⑯ 下高井戸駅周辺地区 ○地域生活拠点として、商業・行政サービス機能等の集積
を図り、活気とにぎわいを創出するとともに、良好な住環
境の保全のため、地区街づくり計画に基づき街づくりを進
めます。

■「下高井戸駅周辺地区街づくり計画」（H26）を策定しており、届出実績（H27-R５）は３５４件です。

○駅周辺の活気ある良好な商業環境の育成と地区の防災
性向上のため、地区計画の策定や事業の導入などを検討し
ます。

■街づくり協議会作成の「みんなでつくる明日のしもたかブック」を区民街づくり協定に登録（R4）しました。
・街づくり懇談会を開催（R５～）し、街の課題の解決や「しもたかブック」に示された街の将来像を実現するのため、
地区計画の策定に向けた検討を街づく懇談会を開催しながら進めています。

○京王線の連続立体交差事業にあわせ、交通結節機能を強
化するために駅前広場などを設けます。
また、鉄道事業者等と連携して自転車等駐車場などを整備
します。

■地先道路の整備として、「下高井戸駅前広場」を事業化（R4）しました。

⑰ 西部地域桜上水地区 ○農地などのみどりを保全、育成し、農地と住宅地が共存
する土地利用を誘導するため、地区計画に基づき街づくり
を進めます。

■「世田谷西部地域上北沢・桜上水・八幡山地区地区計画」（H5）及び「地区街づくり計画」（H7）を策定しており、
届出実績（H27～R５）は１８２件です。

○地区の防災性、利便性を確保するため、道路などの基盤
整備を進めます。

■「世田谷西部地域上北沢・桜上水・八幡山地区地区計画」（H5）」を策定（H5）し、公共用地（道路拡幅）の確保を進
めています。

⑯下高井戸駅周辺地区での取組み

■ 協議会による「みんなでつくる明日のしもたかブック」の作成（R3）
及び区民街づくり協定への登録（R4)

「みんなでつくる明日のしもたかブック」（表紙）

■ しもたかブックに掲げる将来像の実現に向け「街づくり懇談会」の開催（R5～）

第1回街づくり懇談会の様子

（出典：しもたかブック）

第２回街づくり懇談会（街歩き）の様子

アクションエリアの方針と取組み内容

２．既に策定された地区計画などに基づき、街づくりを進めていく地区

→表紙に戻る
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北沢地域北沢地域

地区名
地区計画などの

策定
取組み内容（H27.4～）

－ 補助26号線沿道代沢一丁
目・北沢一丁目地区 〇

■補助26号線の整備（R1事業認可）に伴い、沿道の適正な土地利用を誘導し、周辺の街並みとの調和を図るため、地区住民等と意見交換を重ね、「補助
26号線沿道代沢一丁目・北沢一丁目地区地区計画、地区街づくり計画」を策定（R5）し、あわせて用途地域、高度地区を変更しました。

地区計画などの策定･･･平成27年4月以降、地区計画など○策定あり、●策定なし

○補助26号線沿道代沢一丁目・北沢一丁目地区での取組み

■ 街づくり懇談会等での検討（H30～R4） ■ 「補助26号線沿道代沢一丁目・北沢一丁目地区地区計画・地区街づくり計画」の策定（R5）

「補助26号線沿道代沢一丁目・北沢一
丁目地区地区計画・地区街づくり計画」

（パンフレット表紙）

計画図・方針附図

３．新たに街づくりの検討を行った地区

アクションエリアの方針と取組み内容
→表紙に戻る
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